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「第2回幹事会レポート」 

第2回幹事会（3月22日10～12時、昭和音楽大学北校舎）が、吉田泰輔、下八川共祐、柳田孝義、赤石 

敏夫、出田敬三、仁田悦朗、阿方 俊、生頼俊秀の出席、また 11:30より大会組織委員の佐藤昌弘、赤塚博 

美の参加で開かれました。以下、レポートです。（阿方） 

１．第4回大会（11月9日、洗足学園音楽大学） 

第4回大会進捗状況について次のような説明がありました。 

① 基調講演 ⇒ 近日中に講演者（神野明）と内容打合せを行う 

② 研究発表者 ⇒ 幹事から会員への発表呼びかけを行っていくが、同時に会員諸氏からの積極的応 

募を期待したい 

③ パネルディスカッション ⇒ M.L.研究部会（3 月 29 日予定）や電子オルガン部会と関連させ、 

研究部会（年数回）と大会（年1回）の相乗効果で学会の活性化を図っていく 

④ 会場アウトライン ⇒ 会場と研究コンサートに関し、大会組織委員から概要説明があった。次回 

に具体的発表機材のチェックを予定 

２．学会誌 

3月17日現在、 次の人たちが執筆予定となっていますが、 会員の皆さまの活動記録や現場レポートなど 

を含め、多くの人の積極的投稿が待たれます。内容、字数、期限など具体的ご相談は事務局までご相談 

ください。 

①小熊達「電子音響関連」、②森松慶子「タイトル未定」、③影山建樹「生涯教育と電子キーボード／静 

岡市の実践レポート」、④金澤素子／田崎祐子「電子オルガンアンサンブルによるピアノ協奏曲」、⑤ 

金銅英二「電子オルガンの歴史考」、 ⑥阿方 俊「中国の高等教育機関における電子オルガン専攻開設 

の動機～‘96アジアエレクトーンフォーラムの影響～」 

３．ホームページ 

ホームページの活性化と国際化に関して次の2点がディスカッションされました。 

① ホームページの活性化について、アクティブなホームページを目指して、幹事会報 

告や会員情報など随時に知らせていく 

② 学会の国際化への対応として、英文の併記を今後検討していく 

４．研究部会 

M.L.研究部会の第 1 回ワークショップを、3 月 29 日、ヤマハ高輪で開催予定。また電子オルガン研究 

部会は、部会立ち上げ準備会を2月22日、3月5日にもち、近々にワークショップ開催予定。 

５．次期役員選挙 

先回の選挙に準じて行い、公示、選挙、発表の詳細は次回幹事会で決定する 

６．電子キーボード情報 

電子キーボードに関する海外情報として、① 変わるイタリアオペラ（NHK「おはよう日本」ワールド 

ニュースDVD）、② 台湾・東海大学付属小学校電子キーボードオーケストラ、③ 台湾・安和中学ハイ 

ブリッドオーケストラが紹介された。


